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(57)【要約】
【課題】画素がデータラインに供給される電圧によって
初期化され、少なくとも２つのデータラインにデータ電
圧を供給するデマルチプレクサーを使用してデータライ
ンを初期化することができる有機電界発光表示装置に関
する。
【解決手段】本発明は、スキャンライン、データライン
、及び発光制御ラインが交差する領域に形成される画素
と、スキャンラインに電気的に接続されるスキャン駆動
部と、データラインに電気的に接続されるデータ駆動部
と、発光制御ラインに電気的に接続される発光制御駆動
部と、データライン及びデータ駆動部との間に電気的に
接続されるデマルチプレクサー駆動部と、を含む有機電
界発光表示装置。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スキャンラインと、
　データラインと、
　駆動電流によって画像を表示する有機電界発光素子と、
　前記有機電界発光素子に前記駆動電流を供給するための駆動スイッチング素子と、
　前記駆動スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に接続されて、第１電源に第
２電極が電気的に接続されるキャパシターと、
　前記データラインに電気的に接続される第１電極、前記スキャンラインに電気的に接続
される制御電極、及び前記駆動スイッチング素子の第１電極に電気的に接続される第２電
極を含む第１スイッチング素子と、
　前記スキャンラインに制御電極が電気的に接続されて、前記駆動スイッチング素子をダ
イオード連結するための第２スイッチング素子と、
　前回スキャンラインに制御電極が電気的に接続され、前記キャパシターに保存された電
圧を前記データラインを通じて初期化させる第３スイッチング素子と、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第３スイッチング素子は、
　前記キャパシターと電気的に接続される第１電極、及び前記データラインと電気的に接
続される第２電極を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記駆動スイッチング素子は、
　前記第１電源と電気的に接続される第１電極、及び第２電源と電気的に接続される第２
電極を含むことを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記有機電界発光素子は、
　前記駆動スイッチング素子の第２電極と電気的に接続されるアノード、及び前記第２電
源と電気的に接続されるカソードを含むことを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光
表示装置。
【請求項５】
　前記駆動スイッチング素子の第２電極と前記有機電界発光素子のアノードとの間に電気
的に接続される第４スイッチング素子と、
　前記駆動スイッチング素子の第１電極と前記第１電源との間に電気的に接続される第５
スイッチング素子と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記第４スイッチング素子及び前記第５スイッチング素子の制御電極は、
　前記有機電界発光素子の発光時間を制御するための発光制御ラインに電気的に接続され
ることを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記第３スイッチング素子をターンオンして前記キャパシターに保存された電圧を初期
化させ、
　前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子とをターンオンして前記キャパ
シターに前記データラインから供給されるデータ信号を保存することを特徴とする請求項
１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記データラインと電気的に接続されるデータ駆動部と、
　前記データラインと前記データ駆動部との間に電気的に接続されるデータ出力ラインと
、
　前記データラインと前記データ出力ラインとの間に電気的に接続されるデマルチプレク
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サーと、を含み、
　前記デマルチプレクサーは、前記データ出力ラインと電気的に接続される入力端及び少
なくとも２つの前記データラインと電気的に接続される少なくとも２つの出力端を含むこ
とを特徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記デマルチプレクサーは、
　前記入力端に電気的に接続される第１電極、及び前記少なくとも２つの出力端にそれぞ
れ電気的に接続される第２電極を含む少なくとも２つのデータ供給スイッチング素子を含
むことを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記データ供給スイッチング素子がターンオンされる間に、
　前記キャパシターに前記データ信号が保存された後、
　前記データラインに前記データ駆動部から生成された初期化データ信号が供給されて前
記データラインが初期化されることを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１１】
　前記データ供給スイッチング素子がターンオンされる間に、
　前記駆動スイッチング素子は、前記第２スイッチング素子がターンオンされ、ダイオー
ド連結されていることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記初期化データ信号は、前記データ信号が有する電圧レベルと前記駆動スイッチング
素子が有するしきい値電圧の差より低い電圧レベルを有するように選定されることを特徴
とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　スキャンライン、データライン、及び発光制御ラインが交差する領域に形成される画素
と、
　前記スキャンラインに電気的に接続されるスキャン駆動部と、
　前記データラインに電気的に接続されるデータ駆動部と、
　前記発光制御ラインに電気的に接続される発光制御駆動部と、
　前記データライン及び前記データ駆動部との間に電気的に接続されるデマルチプレクサ
ー駆動部と、を含み、
　前記画素が前記データラインを通じて初期化されることを特徴とする有機電界発光表示
装置。
【請求項１４】
　前記画素は、駆動電流によって画像を表示する有機電界発光素子と、
　前記有機電界発光素子に前記駆動電流を供給するための駆動スイッチング素子と、
　前記駆動スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に接続されて、第１電源に第
２電極が電気的に接続されるキャパシターと、
　前記データラインに電気的に接続される第１電極、前記スキャンラインに電気的に接続
される制御電極、及び前記駆動スイッチング素子の第１電極に電気的に接続される第２電
極を含む第１スイッチング素子と、
　前記スキャンラインに制御電極が電気的に接続され、前記駆動スイッチング素子をダイ
オード連結するための第２スイッチング素子と、
　前回スキャンラインに制御電極が電気的に接続され、前記キャパシターに保存された電
圧を初期化させる第３スイッチング素子と、
　を含むことを特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記第３スイッチング素子は、
　前記キャパシターと電気的に接続される第１電極と、
　前記データラインと電気的に接続される第２電極と、
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　を含むことを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記駆動スイッチング素子は、
　前記第１電源と電気的に接続される第１電極、及び第２電源と電気的に接続される第２
電極を含むことを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記有機電界発光素子は、
　前記駆動スイッチング素子の第２電極と電気的に接続されるアノード、及び前記第２電
源と電気的に接続されるカソードを含むことを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項１８】
　前記駆動スイッチング素子の第２電極と前記有機電界発光素子のアノードとの間に電気
的に接続される第４スイッチング素子と、
　前記駆動スイッチング素子の第１電極と前記第１電源との間に電気的に接続される第５
スイッチング素子と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記第４スイッチング素子及び前記第５スイッチング素子の制御電極は、
　前記発光制御ラインに電気的に接続されることを特徴とする請求項１８に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第３スイッチング素子をターンオンして前記キャパシターに保存された電圧を初期
化させ、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子とをターンオンして前記
キャパシターに前記データラインから供給されるデータ信号を保存することを特徴とする
請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記デマルチプレクサー駆動部は、
　前記データ駆動部に電気的に接続されるデータ出力ラインと電気的に接続される入力端
、及び少なくとも２つの前記データラインと電気的に接続される少なくとも２つの出力端
を含む複数のデマルチプレクサーを含むことを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発
光表示装置。
【請求項２２】
　前記デマルチプレクサーは、
　前記入力端に電気的に接続される第１電極及び前記少なくとも２つの出力端にそれぞれ
電気的に接続される第２電極を含む少なくとも２つのデータ供給スイッチング素子を含む
ことを特徴とする請求項２１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２３】
　前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチング素子がターンオンされた後、
　前記データ供給スイッチング素子が順次にターンオンされることを特徴とする請求項２
２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２４】
　前記データ供給スイッチング素子がターンオンされる間に、
　前記キャパシターに前記データ信号が保存された後、
　前記データラインに前記データ駆動部から生成された初期化データ信号が供給されて前
記データラインが初期化されることを特徴とする請求項２２に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項２５】
　前記初期化データ信号は、前記データ信号が有する電圧レベルと前記駆動スイッチング
素子が有するしきい値電圧の差より低い電圧レベルを有するように選定されることを特徴
とする請求項２４に記載の有機電界発光表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置に関し、より詳しくは、データラインに供給される電
圧により画素が初期化し、かつ、少なくとも２つのデータラインにデータ電圧を供給する
デマルチプレクサーを使用してデータラインを初期化することができる有機電界発光表示
装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌ
ａｙ：ＯＬＥＤ）は、カソード（Ｃａｔｈｏｄｅ）から供給される電子（ｅｌｅｔｒｏｎ
）とアノード（ａｎｏｄｅ）から供給される正孔（ｈｏｌｅ）との再結合によって光を発
生する有機電界発光素子（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃ
ｅ：ＯＬＥＤ）を利用するものであって、平板表示装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ）の一種である。このような有機電界発光表示装置は、薄型、広視野角、速い応
答速度などの長所がある。
【０００３】
　一般に、有機電界発光表示装置は、各画素に形成される駆動薄膜トランジスタ（Ｔｈｉ
ｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）を利用してデータ信号に対応される駆動
電流を有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）に供給することによって有機電界発光素子（ＯＬＥ
Ｄ）から光が発光されて画像を具現するようになる。
【０００４】
　従来の有機電界発光表示装置は、複数のスキャンライン、複数の発光制御ライン、及び
複数のデータラインが交差される領域に形成される複数の画素を含む。それぞれの画素は
、画素を駆動させるための画素回路と、画素回路の駆動電流によって発光する有機電界発
光素子とを含む。画素回路は、データラインから供給されるデータ信号によって駆動され
る駆動スイッチング素子と、駆動スイッチング素子のソース電極とゲート電極との間の電
圧を保存するためのキャパシターと、複数のスイッチング素子とを含む。
【０００５】
　前記有機電界発光表示装置は、画素初期化段階、データプログラミング（データ記入）
段階、及び発光段階を経て駆動される。
【０００６】
　画素初期化段階では、キャパシターに保存されていた前のデータ信号（以下、「前回デ
ータ信号」と称する）が、前回のスキャンライン（以下、「前回スキャンライン」と称す
る）を通じて供給されるスキャン信号（以下、「前回スキャン信号」と称する）に応答し
て初期化電圧に初期化される。データ記入段階では、現在のスキャンライン（以下、「現
在スキャンライン」と称する）を通じて供給されるスキャン信号（以下、「現在スキャン
信号」と称する）に応答してデータラインから供給される電圧が、キャパシターに保存さ
れる。発光段階では、キャパシターに保存されたデータ信号に対応して駆動スイッチング
素子を通じて流れる駆動電流ほどに有機電界発光素子が発光する。このとき、発光時間は
、発光制御ラインを介して供給される発光制御信号によって決定される。
【０００７】
　しかしながら、上述した従来の画素初期化段階では、キャパシターに保存されていた前
回データ信号を初期化するために、別途の初期化電源及び初期化ライン（初期化電源に接
続される配線）が必要とされた。このような初期化電源及び初期化ラインは、全体的な画
素回路の構成を複雑にさせるだけではなく、初期化ラインによって画素の開口率が低下さ
れるという問題点がある。
【０００８】
　一方、高解像度が必要となれば、有機電界発光表示装置のデータラインの数は増加し、
有機電界発光表示装置を駆動するデータ駆動部にはさらに多くの蓄積回路（Ｉｎｔｅｇｒ
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ａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）が含まれる。このような問題点を解決するために、従来では
、データ駆動部の出力線の数が減少されるデマルチプレクサーが使用されている。デマル
チプレクサーは、データ駆動部の出力線に共通に連結される複数のデータ供給スイッチン
グ素子を含み、データ供給スイッチング素子は、それぞれ所定のデータラインと電気的に
接続されている。したがって、デマルチプレクサーは、データ供給スイッチング素子の動
作を介してそれぞれのデータラインに、順次にデータ信号を供給する。
【０００９】
　しかしながら、上述した従来の有機電界発光表示装置は、前回データ信号が初期化され
ない状態でデマルチプレクサーを駆動する場合、現在スキャン信号によって複数の画素が
同時にそれぞれのデータラインと電気的に接続される。これによって、一番目の画素に現
在データ信号が供給される間に、次の画素には前回データ信号が供給される。もし、前回
データ信号が現在データ信号に比べてさらに高い電圧レベルを有する場合、ダイオード連
結される画素の駆動スィッチがターンオフになって画素に現在データ信号が供給されるこ
とができないという問題点が生ずる。このような問題点を解決するために、従来のデマル
チプレクサーを利用する有機電界発光表示装置は、それぞれのデータラインに形成される
寄生キャパシター（ｐａｒａｓｉｔｉｃ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）にデータ信号を充電した
後、同時にスキャン信号が供給されて画素を駆動する方法を使用している。しかしながら
、このような駆動方法は、それぞれのデータラインにデータ信号を充電する時間及びスキ
ャン信号によって画素が駆動される時間が減少する問題点が発生する。これによって、そ
れぞれの画素に含まれる駆動スイッチング素子の特性偏差を補償するための時間が短くな
ることで画質が不均一になるという問題点も発生する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上述した従来の有機電界発光表示装置の問題点を解決するためになされたも
のであって、その目的は、画素がデータラインを介して供給される電圧によって初期化さ
れ、別途の初期化電源及び初期化配線が不要になることで、電源構成が簡単になって画素
の開口率が向上される有機電界発光表示装置を提供することである。
【００１１】
　また、本発明の他の目的は、デマルチプレクサーのデータ供給スイッチング素子がター
ンオフになる前にデータラインに初期化データ信号を供給してデータラインを初期化して
画質を均一にすることができる有機電界発光表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記の目的を達成するために本発明に係る有機電界発光表示装置は、スキャンラインと
、データラインと、駆動電流によって画像を表示する有機電界発光素子と、前記有機電界
発光素子に前記駆動電流を供給するための駆動スイッチング素子と、前記駆動スイッチン
グ素子の制御電極に第１電極が電気的に接続されて、第１電源に第２電極が電気的に連結
されるキャパシターと、前記データラインに電気的に接続される第１電極、前記スキャン
ラインに電気的に接続される制御電極、及び前記駆動スイッチング素子の第１電極に電気
的に繋がれる第２電極を含む第１スイッチング素子と、前記スキャンラインに制御電極が
電気的に繋がれて、前記駆動スイッチング素子をダイオード連結するための第２スイッチ
ング素子と、前回スキャンラインに制御電極が電気的に接続され、前記キャパシターに保
存された電圧を前記データラインを通じて初期化させる第３スイッチング素子と、を含む
ことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明において、前記第３スイッチング素子は、前記キャパシターと電気的に接
続される第１電極、及び前記データラインと電気的に接続される第２電極を含むことを特
徴とする。
【００１４】
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　また、本発明において、前記駆動スイッチング素子は、前記第１電源と電気的に接続さ
れる第１電極、及び第２電源と電気的に接続される第２電極を含むことを特徴とする。こ
のとき、前記有機電界発光素子は、前記駆動スイッチング素子の第２電極と電気的に接続
されるアノード、及び前記第２電源と電気的に接続されるカソードを含むことを特徴とす
る。
【００１５】
　また、本発明は、前記駆動スイッチング素子の第２電極と前記有機電界発光素子のアノ
ードとの間に電気的に接続される第４スイッチング素子と、前記駆動スイッチング素子の
第１電極と前記第１電源との間に電気的に接続される第５スイッチング素子と、をさらに
含むことができる。このとき、前記第４スイッチング素子及び前記第５スイッチング素子
の制御電極は、前記有機電界発光素子の発光時間を制御するための発光制御ラインに電気
的に接続されることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、前記第３スイッチング素子をターンオンして前記キャパシターに保存
された電圧を初期化させ、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子とをタ
ーンオンして前記キャパシターに前記データラインから供給されるデータ信号を保存する
ことを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、前記データラインと電気的に接続されるデータ駆動部と、前記データ
ラインと前記データ駆動部との間に電気的に接続されるデータ出力ラインと、前記データ
ラインと前記データ出力ラインとの間に電気的に接続されるデマルチプレクサーを含み、
前記デマルチプレクサーは、前記データ出力ラインと電気的に接続される入力端と、少な
くとも２つの前記データラインと電気的に接続される少なくとも２つの出力端と、を含む
ことを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明において、前記デマルチプレクサーは、前記入力端に電気的に接続される
第１電極及び前記少なくとも２つの出力端にそれぞれ電気的に接続される第２電極を含む
少なくとも２つのデータ供給スイッチング素子とを含むことを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明は、前記データ供給スイッチング素子がターンオンされる間に、前記キャ
パシターに前記データ信号が保存された後、前記データラインに前記データ駆動部から生
成された初期化データ信号が供給されて前記データラインが初期化されることを特徴とす
る。このとき、前記データ供給スイッチング素子がターンオンされる間に、前記駆動スイ
ッチング素子は、前記第２スイッチング素子がターンオンされ、ダイオード連結されるこ
とを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明において、前記初期化データ信号は、前記データ信号が有する電圧レベル
と前記駆動スイッチング素子が有するしきい値電圧の差より低い電圧レベルを有するよう
に選定されることを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明の有機電界発光表示装置は、スキャンライン、データライン、及び発光制
御ラインが交差する領域に形成される画素と、前記スキャンラインに電気的に接続される
スキャン駆動部と、前記データラインに電気的に接続されるデータ駆動部と、前記発光制
御ラインに電気的に接続される発光制御駆動部と、前記データライン及び前記データ駆動
部との間に電気的に接続されるデマルチプレクサー駆動部と、を含み、前記画素が前記デ
ータラインを介して初期化されることを特徴とする。
【００２２】
　また、本発明において、前記画素は、駆動電流によって画像を表示する有機電界発光素
子と、前記有機電界発光素子に前記駆動電流を供給するための駆動スイッチング素子と、
前記駆動スイッチング素子の制御電極に第１電極が電気的に接続され、第１電源に第２電
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極が電気的に接続されるキャパシターと、前記データラインに電気的に接続される第１電
極と、前記スキャンラインに電気的に接続される制御電極及び前記駆動スイッチング素子
の第１電極に電気的に接続される第２電極と、を含む第１スイッチング素子と、前記スキ
ャンラインに制御電極が電気的に接続され、前記駆動スイッチング素子をダイオード連結
するための第２スイッチング素子と、前回スキャンラインに制御電極が電気的に接続され
、前記キャパシターに保存された電圧を初期化させる第３スイッチング素子と、を含むこ
とを特徴とする。
【００２３】
　また、本発明において、前記第３スイッチング素子は、前記キャパシターと電気的に接
続される第１電極及び前記データラインと電気的に接続される第２電極とを含むことを特
徴とする。このとき、前記駆動スイッチング素子は、前記第１電源と電気的に接続される
第１電極及び第２電源と電気的に接続される第２電極とを含むことを特徴とする。
【００２４】
　また、本発明において、前記有機電界発光素子は、前記駆動スイッチング素子の第２電
極と電気的に接続されるアノード及び前記第２電源と電気的に接続されるカソードとを含
むことを特徴とする。
【００２５】
　また、本発明は、前記駆動スイッチング素子の第２電極と前記有機電界発光素子のアノ
ードとの間に電気的に接続される第４スイッチング素子及び前記駆動スイッチング素子の
第１電極と前記第１電源との間に電気的に接続される第５スイッチング素子とをさらに含
むことを特徴とする。
【００２６】
　また、本発明において、前記第４スイッチング素子及び前記第５スイッチング素子の制
御電極は、前記発光制御ラインに電気的に接続されることを特徴とする。
【００２７】
　また、本発明は、前記第３スイッチング素子をターンオンして前記キャパシターに保存
された電圧を初期化させ、前記第１スイッチング素子と前記第２スイッチング素子をター
ンオンして前記キャパシターに前記データラインから供給されるデータ信号を保存するこ
とを特徴とする。
【００２８】
　また、本発明において、前記デマルチプレクサー駆動部は、前記データ駆動部に電気的
に接続されるデータ出力ラインと電気的に接続される入力端及び少なくとも２つの前記デ
ータラインと電気的に接続される少なくとも２つの出力端とを含む複数のデマルチプレク
サーを含むことができる。このとき、前記デマルチプレクサーは、前記入力端に電気的に
接続される第１電極及び前記少なくとも２つの出力端にそれぞれ電気的に接続される第２
電極を含む少なくとも２つのデータ供給スイッチング素子と、を含むことができる。
【００２９】
　また、本発明は、前記第１スイッチング素子及び前記第２スイッチング素子がターンオ
ンされた後、前記データ供給スイッチング素子が順次にターンオンされることを特徴とす
る。このとき、本発明は、前記データ供給スイッチング素子がターンオンされる間に前記
キャパシターに前記データ信号が保存された後、前記データラインに前記データ駆動部か
ら生成された初期化データ信号が供給されて前記データラインが初期化されることを特徴
とする。
【００３０】
　また、本発明において、前記初期化データ信号は、前記データ信号が有する電圧レベル
と前記駆動スイッチング素子が有するしきい値電圧の差より低い電圧レベルを有するよう
に選定されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明に係る有機電界発光表示装置によれば、画素がデータラインを介して供給される
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電圧により初期化され、別途の画素を初期化するための電源及び配線が不要になることで
電源構成が簡単化し、画素の開口率が向上される。
【００３２】
　また、本発明によると、デマルチプレクサーに含まれるデータ供給スイッチング素子が
ターンオンされている間にデータラインが初期化されてデータラインにデータ信号を充電
する時間及び画素の駆動時間が長くなることで、画質の均一度が向上される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施形態について詳細に説明する。な
お、本明細書及び図面において、説明と関係ない部分は省略し、また実質的に同一の機能
構成を有する構成要素については、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００３４】
　図１は、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の概略構造を示す図面である
。
【００３５】
　本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置１は、図１に示すように、有機電界発
光表示パネル１００、制御部２００、スキャン駆動部３００、データ駆動部４００、デマ
ルチプレクサー駆動部５００、及び発光制御駆動部６００を含む。
【００３６】
　有機電界発光表示パネル１００は、列方向に配列される複数のスキャンライン（Ｓ１な
いしＳｎ）及び発光制御ライン（Ｅ１ないしＥｎ）と、行方向に配列される複数のデータ
ライン（ＤＬ１１ないしＤＬｉｋ（＝ｍ））と、複数の画素１２３とを含む。
【００３７】
　画素１２３は、スキャンライン（Ｓ１ないしＳｎ）および発光制御ライン（Ｅ１ないし
Ｅｎ）と、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬｉｋ（＝ｍ））とが交差される領域Ｒに形
成される。画素１２３は、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬｉｋ（＝ｍ））から供給さ
れるデータ信号に対応して光を発生し、発光制御ライン（Ｅ１ないしＥｎ）から供給され
る発光制御信号に対応して発光時間が制御される。
【００３８】
　制御部２００は、外部から供給される同期信号に対応して走査駆動制御信号ＳＣＳ、デ
ータ駆動制御信号ＤＣＳ、発光制御駆動制御信号ＥＳＣ、及びデマルチプレクサー駆動制
御信号ＤＭＣＳを生成する。このような駆動制御信号ＳＣＳ，ＤＳＣ，ＥＳＣ，ＤＭＣＳ
は、それぞれ該当する駆動部３００，４００，５００，６００に供給される。
【００３９】
　スキャン駆動部３００は、走査駆動制御信号ＳＣＳに応答してスキャン信号を生成して
、生成されたスキャン信号を複数のスキャンライン（Ｓ１ないしＳｎ）に順次に供給する
。有機電界発光表示パネル１００は、スキャン駆動部３００から供給されるスキャン信号
によって画素１２３を選択する。
【００４０】
　データ駆動部４００は、データ駆動制御信号ＤＣＳに応答して画素１２３を駆動するた
めのデータ信号を生成して、生成されたスキャン信号を複数のデータ出力ライン（Ｄ１な
いしＤｉ）に順次に供給する。また、データ駆動部４００は、画素１２３を初期化するた
めの初期化データ信号を生成して複数のデータ出力ライン（Ｄ１ないしＤｉ）に順次に供
給する。
【００４１】
　デマルチプレクサー駆動部５００は、デマルチプレクサー駆動制御信号（ＤＭＣＳ）に
応答してデータ駆動部４００から供給されるデータ信号（または初期化データ信号）をデ
ータライン（ＤＬ１１ないしＤＬｉｋ（＝ｍ））に伝達するための複数のデマルチプレク
サー５１０を含む。デマルチプレクサー部５００は、データ出力ライン（Ｄ１ないしＤｉ
）と同一の個数のデマルチプレクサー５１０を含む。それぞれのデマルチプレクサー５１
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０は、データ出力ラインＤから供給されるデータ信号をｋ個のデータラインＤＬに順次に
供給する。
【００４２】
　発光制御駆動部６００は、発光制御駆動制御信号ＥＳＣに応答して発光制御信号を生成
して、生成された発光制御信号を複数の発光制御ライン（Ｅ１ないしＥｎ）に順次に供給
する。
【００４３】
　有機電界発光表示装置１は、有機電界発光表示パネル１００に含まれる画素１２３に電
源電圧及び基準電圧を提供するための第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳを含む
。
【００４４】
　次に、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動回路を説明する。
【００４５】
　以下、いずれかの部分が他の部分と連結されているとする場合、これは直接的に連結さ
れている場合だけではなく、その中間に他の素子が電気的に接続（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ
ｌｙ　ｃｏｕｐｌｅ）されている場合も含む。
【００４６】
　図２は、図１に示されたデマルチプレクサーの駆動回路を示す図面であり、図３は、図
１に示された画素の駆動回路を詳細に示す図面であり、図４は、デマルチプレクサーと画
素との連結構造を詳しく示す図面である。
【００４７】
　以下で使用されるスイッチング素子は、Ｐ型電界効果トランジスタ（ｆｉｅｌｄ　ｅｆ
ｆｅｃｔ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＦＥＴ）として示した。但し、本発明においてのスイ
ッチング素子はこれに限定されなく、Ｎ型電界効果トランジスタに変形して設計すること
ができることは勿論である。
【００４８】
　また、以下、本発明において、一つのデマルチプレクサーには赤色画素１２３Ｒ、緑色
画素１２３Ｇ、及び青色画素１２３Ｂが接続されると仮定する（すなわち、ｋ＝３と仮定
する）。但し、本発明においてデマルチプレクサーに接続される画素の数が制限されるこ
とではなく、当業者の必要により多様に実施されることができることは勿論である。また
、デマルチプレクサーは、一番目のデータ出力ラインＤ１に接続されたデマルチプレクサ
ーであると仮定する。
【００４９】
　本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動回路は、図２乃至図４に示すよ
うに、データ出力ラインＤ１に電気的に接続される入力端５１０ａとデータライン（ＤＬ
１１ないしＤＬ１３）に電気的に接続される出力端（５１０ｂ１ないし５１０ｂ３）を含
むデマルチプレクサー５１０、及びそれぞれのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）
と電気的に接続される画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂを含む。それぞれの画素１２３
Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂは、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に供給される初期
化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉによって初期化される。
【００５０】
　デマルチプレクサー５１０の駆動回路は、一つの入力端５１０ａおよび複数の出力端（
５１０ｂ１ないし５１０ｂ３）と、第１ないし第３データ供給スイッチング素子Ｍ１，Ｍ
２，Ｍ３とを含む。
【００５１】
　入力端５１０ａは、データ出力ラインＤ１と電気的に接続される。ここで、一つの入力
端５１０ａは、一つのデータ出力ラインＤ１に接続される。
【００５２】
　出力端（５１０ｂ１ないし５１０ｂ３）は、それぞれデータライン（ＤＬ１１ないしＤ
Ｌ１３）と電気的に接続される。出力端（５１０ｂ１ないし５１０ｂ３）は、それぞれ第
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１ないし第３データ供給スイッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３の動作によって入力端５１０
ａから伝達されたデータ信号をデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に順次に供給す
る。
【００５３】
　第１ないし第３データ供給スイッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３は、それぞれ図１に示さ
れた制御部２００と連結される制御電極、入力端５１０ａに共通に連結される第１電極（
ソースまたはドレーン）、及びそれぞれの出力端（５１０ｂ１ないし５１０ｂ３）に連結
される第２電極（ドレーンまたはソース）を含む。第１ないし第３データ供給スイッチン
グ素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３は、それぞれ制御部２００から供給されるデマルチプレクサー駆
動制御信号ＤＭＣＳ１，ＤＭＣＳ２，ＤＭＣＳ３によってターンオンまたはターンオフさ
れる。第１ないし第３データ供給スイッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３がターンオンされば
、該当するデータ信号がそれぞれのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に供給され
る。
【００５４】
　画素１２３の駆動回路は、図３に示すように、有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）、スキャ
ンラインＳｎ，Ｓｎ－１、データラインＤＬ、及び発光制御ラインＥｎに連結されて有機
電界発光素子（ＯＬＥＤ）を発光させるための画素回路１２３ａと、第１電源ＥＬＶＤＤ
及び第２電源ＥＬＶＳＳとを含む。ここで、スキャンラインＳｎとスキャンラインＳｎ－
１とは、複数のスキャンラインのうち隣接して配置されるスキャンラインであって、以下
、それぞれ現在スキャンラインＳｎと前回スキャンラインＳｎ－１と称する。また、前回
スキャンラインＳｎ－１に供給されるスキャン信号を前回スキャン信号と称し、現在スキ
ャンラインＳｎに供給されるスキャン信号を現在スキャン信号と称する。
【００５５】
　有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）は、画素回路１２３ａに連結されるアノード（Ａｎｏｄ
ｅ）と、第２電源ＥＬＶＳＳに電気的に接続されるカソード（Ｃａｔｈｏｄ）とを含む。
有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）は、画素回路１２３ａを通じて供給される駆動電流（ＩＯ

ＬＥＤ）に対応して赤色Ｒ、緑色Ｇ、または青色Ｂのうち該当するいずれか一つの光を生
成する。このような有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）は、蛍光性または燐光性を含む有機物
質に形成される。
【００５６】
　画素回路１２３ａは、有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）に駆動電流（ＩＯＬＥＤ）を供給
するための駆動スイッチング素子Ｔｄ、キャパシターＣｓｔ、及び第１ないし第５スイッ
チング素子Ｔｓ１，Ｔｓ２，Ｔｓ３，Ｔｓ４，Ｔｓ５を含む。
【００５７】
　駆動スイッチング素子Ｔｄは、第１電源ＥＬＶＤＤと連結される第１電極（ソースまた
はドレーン）、有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）のアノード（Ａｎｏｄｅ）と連結される第
２電極（ドレーンまたはソース）、及びデータラインＤＬから供給されるデータ信号によ
る電圧によって動作する制御電極（ゲート電極）を含む。駆動スイッチング素子Ｔｄは、
データラインＤＬから供給されるデータ信号に対応される駆動電流（ＩＯＬＥＤ）を有機
電界発光素子（ＯＬＥＤ）に伝達する。
【００５８】
　キャパシターＣｓｔは、第１電極ａが駆動スイッチング素子Ｔｄの制御電極（またはゲ
ート電極）と連結され、第２電極ｂが第１電源ＥＬＶＤＤ及び駆動スイッチング素子Ｔｄ
の第１電極（ソースまたはドレーン）と連結される。キャパシターＣｓｔは、駆動スイッ
チング素子Ｔｄの第１電極（ソースまたはドレーン）と制御電極（またはゲート電極）と
の間の電圧が保存されることで、有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）の発光に必要な電圧が維
持される。このとき、画素１２３は、キャパシターＣｓｔに保存される電圧によって駆動
され、キャパシターＣｓｔに残っている電圧が初期化されれば、画素１２３は、スキャン
信号が供給されない最初の状態で初期化されることができる。
【００５９】
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　第１スイッチング素子Ｔｓ１は、データラインＤＬと連結される第１電極（ソースまた
はドレーン）、駆動スイッチング素子Ｔｄと連結される第２電極（ドレーンまたはソース
）、及びスキャンラインＳｎに連結される制御電極（またはゲート電極）を含む。第１ス
イッチング素子Ｔｓ１は、データラインＤＬから供給されるデータ信号をキャパシターＣ
ｓｔに供給する。
【００６０】
　第２スイッチング素子Ｔｓ２は、スキャンラインＳｎと連結される制御電極（ゲート電
極）と、駆動スイッチング素子Ｔｄの制御電極（ゲート電極）と第２電極（ドレーンまた
はソース）との間に電気的に接続される第１電極（ソースまたはドレーン）及び第２電極
（ドレーンまたはソース）とを含む。第２スイッチング素子Ｔｓ２は、駆動スイッチング
素子Ｔｄをダイオード連結（ｄｉｏｄｅ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）し、駆動スイッチング
素子Ｔｄのしきい値電圧をキャパシターＣｓｔに保存する役割を担う。
【００６１】
　第３スイッチング素子Ｔｓ３は、前回スキャンラインＳｎ－１と連結される制御電極（
ゲート電極）、データラインＤＬに連結される第１電極（ソースまたはドレーン）、及び
駆動スイッチング素子（Ｔｄ）の制御電極（またはゲート電極）に連結される第２電極（
ドレーンまたはソース）を含む。第３スイッチング素子Ｔｓ３は、前回スキャン信号によ
ってキャパシターＣｓｔに保存された電圧をデータラインＤＬを介して初期化する。
【００６２】
　第４スイッチング素子Ｔｓ４は、駆動スイッチング素子Ｔｄの第２電極（ドレーンまた
はソース）と連結される第１電極（ソースまたはドレーン）、有機電界発光素子（ＯＬＥ
Ｄ）のアノード（Ａｎｏｄｅ）と連結される第２電極（ドレーンまたはソース）、及び発
光制御ラインＥｎと連結される制御電極（ゲート電極）を含む。第４スイッチング素子Ｔ
ｓ４は、発光制御ラインＥｎから供給される発光制御信号によって駆動スイッチング素子
Ｔｄから有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）に流れる駆動電流（ＩＯＬＥＤ）の駆動時間を制
御して有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）の発光時間を決定する。
【００６３】
　第５スイッチング素子Ｔｓ５は、第１電源ＥＬＶＤＤに接続される第１電極（ソースま
たはドレーン）、駆動スイッチング素子Ｔｄの第１電極（ソースまたはドレーン）に連結
される第２電極（ドレーンまたはソース）、及び発光制御ライン（Ｅｎ）に連結される制
御電極（ゲート電極）を含む。第５スイッチング素子Ｔｓ５は、発光制御ラインＥｎから
供給される発光制御信号によって第１電源（ＥＬＶＤＤ）を駆動スイッチング素子Ｔｄの
第１電極（ソースまたはドレーン）に伝達する。
【００６４】
　第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳＳは、画素１２３を駆動するための電源電圧
及び基準電圧を供給する。このとき、第２電源ＥＬＶＳＳによって供給される電圧は、第
１電源ＥＬＶＤＤによって供給される電圧レベルより低い電圧レベルを有する。第２電源
ＥＬＶＳＳは、グラウンド電圧または負電圧の中から選択されるいずれか一つの電圧レベ
ルを有することができる。
【００６５】
　次に、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示の動作について、上述したデマルチ
プレクサー５１０及び画素１２３の駆動回路を用いてより詳細に説明する。
【００６６】
　図５は、図４の駆動回路を介して供給される駆動波形を示す図面である。
【００６７】
　本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置は、図５に示すように、初期化段階Ｓ
ｉ、データプログラミング段階Ｓｐ、及び発光段階Ｓｅを経て駆動される。本発明の一実
施形態によれば、初期化段階Ｓｉにおいて、それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３
Ｂは、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に供給される電圧に初期化される。次に
、データプログラミング段階Ｓｐにおいて、またそれぞれのデータライン（ＤＬ１１ない



(13) JP 2008-158475 A 2008.7.10

10

20

30

40

50

しＤＬ１３）を介して画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂに順次にデータ信号Ｒｄｎ，Ｇ
ｄｎ，Ｂｄｎが供給される。このとき、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）は、そ
れぞれデータライン初期化段階Ｓｄｉを介して初期化される。
【００６８】
　初期化段階Ｓｉは、前回スキャンラインＳｎ－１から供給される前回スキャン信号によ
って画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂを初期化する段階である。初期化段階Ｓｉでは、
前回スキャンラインＳｎ－１にローレベルの前回スキャン信号が供給される間に、第３ス
イッチング素子Ｔｓ３がターンオンされる。これによって、前回スキャンラインＳｎ－１
にデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎが保存される間に、現在スキャンラインＳｎでは、
キャパシターＣｓｔに残っている電圧が第３スイッチング素子Ｔｓ３を経由してデータラ
イン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）を介して初期化される。初期化段階Ｓｉにおけるデータ
ライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）の電圧レベルは、それぞれデータプログラミング段階
Ｓｐで供給されるデータ信号のうち一番低い電圧から駆動スイッチング素子Ｔｄのしきい
値電圧を差し引いた電圧より低い電圧レベルを有するように選定される。
【００６９】
　データプログラミング段階Ｓｐは、スキャンラインＳｎから供給される現在スキャン信
号によってそれぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂにデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，
Ｂｄｎを供給する段階である。データプログラミング段階Ｓｐは、現在スキャンラインＳ
ｎにローレベルの現在スキャン信号が供給される間に、第１スイッチング素子Ｔｓ１及び
第２スイッチング素子Ｔｓ２がターンオンされる。以後、第１ないし第３データ供給スイ
ッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３の制御電極にローレベルのデマルチプレクサー駆動制御信
号（ＤＭＣＳ１ないしＤＭＣＳ３）が順次に供給されて第１ないし第３データ供給スイッ
チング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３が順次にターンオンされる。
【００７０】
　第１データ供給スイッチング素子Ｍ１がターンオンされれば、データラインＤＬ１１か
ら赤色画素１２３Ｒの駆動スイッチング素子Ｔｄを経由してキャパシターＣｓｔにデータ
信号Ｒｄｎが保存される。第２データ供給スイッチング素子Ｍ２がターンオンされば、デ
ータラインＤＬ１２から緑色画素１２３Ｇの駆動スイッチング素子Ｔｄを経由してキャパ
シターＣｓｔにデータ信号Ｇｄｎが保存される。第３データ供給スイッチング素子Ｍ３が
ターンオンされば、データラインＤＬ１３から青色画素１２３Ｂの駆動スイッチング素子
Ｔｄを経由してキャパシターＣｓｔにデータ信号Ｂｄｎが保存される。
【００７１】
　一方、第１ないし第３データ供給スイッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３が順次にターンオ
ンされる間にそれぞれのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に前回データ信号Ｒｄ
ｅ，Ｇｄｅ，Ｂｄｅが初期化されなく残っている場合、現在データ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，
Ｂｄｎが供給される構成に問題点が発生する恐れがある。例えば、赤色画素１２３Ｒに現
在データ信号Ｒｄｎが供給される間に、第１スイッチング素子Ｔｓ１及び第２スイッチン
グ素子Ｔｓ２がターンオンされているので、緑色画素１２３Ｇ及び青色画素１２３Ｂは、
データラインＤＬ１２，ＤＬ１３と電気的に接続された状態である。従って、緑色画素１
２３Ｇ及び青色画素１２３Ｂには、現在データ信号Ｇｄｎ，Ｂｄｎが供給されてない状態
で第１スイッチング素子Ｔｓ１及び第２スイッチング素子Ｔｓ２を通じてそれぞれ前回デ
ータ信号Ｇｄｅ，Ｂｄｅが供給される。ただし、それぞれの前回データ信号Ｇｄｅ，Ｂｄ
ｅがそれぞれの現在データ信号Ｇｄｎ，Ｂｄｎに比べて比較的に低い電圧レベルを有する
場合はよいが、前回データ信号Ｇｄｅ，Ｂｄｅが現在データ信号Ｇｄｎ，Ｂｄｎより高い
電圧レベルを有する場合、駆動スイッチング素子Ｔｄがダイオード連結されているそれぞ
れの画素１２３Ｇ，１２３Ｂの構造によってキャパシターＣｓｔに現在データ信号Ｇｄｎ
，Ｂｄｎがまともに保存されることができない問題点が発生する。ここで、赤色画素１２
３Ｒも、上述した緑色画素１２３Ｇ及び青色画素１２３Ｂのような影響を受けるが、現在
スキャン信号が供給された後にデータ信号Ｒｄｎが供給される時間差が緑色画素１２３Ｇ
及び青色画素１２３Ｂに比べて小さいことで、前回データ信号Ｒｄｅの影響が比較的に小
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さいことがありうる。
【００７２】
　本発明は、上述した問題点を解決するために、データプログラミング段階Ｓｐで、デー
タライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）の電圧レベルを低下させてデータライン（ＤＬ１１
ないしＤＬ１３）を初期化するデータライン初期化段階Ｓｄｉを含む。データライン初期
化段階Ｓｄｉは、それぞれデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）を介して画素１２３
Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂにデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎが供給された後の時点Ｔｓ
に行われる。このとき、それぞれのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）は、第１な
いし第３データ供給スイッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３がターンオンされる間に初期化さ
れる。データライン初期化段階Ｓｄｉで、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）は、
それぞれデータ駆動部４００から初期化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉが供給される。初期
化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉは、データライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）を初期化す
る同時に初期化段階Ｓｉで、それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂに供給されて
それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂに含まれるキャパシターＣｓｔに保存され
た電圧を初期化する。このとき、初期化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉの電圧レベルは、デ
ータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に供給されるデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎ
の電圧から駆動スイッチング素子Ｔｄのしきい値電圧を差し引いた値に該当する電圧より
低い電圧レベルを有するように選定される。データライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）に
初期化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉが供給されても、それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ
，１２３Ｂは、駆動スイッチング素子Ｔｄがダイオード連結されているので、所望のデー
タ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎを維持することができる。
【００７３】
　発光段階Ｓｅは、発光制御ラインＥｎから供給される発光制御信号によってそれぞれの
画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂに含まれる有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）を発光させ
る段階である。それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂは、発光制御信号がローレ
ベルであるとき、第４スイッチング素子Ｔｓ４及び第５スイッチング素子Ｔｓ５がターン
オンされる。これによって、第４スイッチング素子Ｔｓ４を通じて駆動スイッチング素子
Ｔｄと有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）が電気的に接続され、第５スイッチング素子Ｔｓ５
を通じて駆動スイッチング素子Ｔｄの第１電極（ソースまたはドレーン）に第１電源ＥＬ
ＶＤＤが供給される。これによって、有機電界発光素子（ＯＬＥＤ）は、駆動スイッチン
グ素子Ｔｄの第１電極（ソースまたはドレーン）と制御電極（またはゲート電極）との間
の電圧差に対応する駆動電流（ＩＯＬＥＤ）に該当する光を発する。
【００７４】
　上述した本発明の一実施形態によれば、初期化段階Ｓｉで、それぞれの画素１２３Ｒ，
１２３Ｇ，１２３Ｂがデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）から供給される電圧によ
って初期化されて別途の初期化ラインが不要であるため、画素回路の構成が簡単になり、
また画素の開口率が向上される。より詳しくは、それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１
２３Ｂにデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）から供給されるデータ信号Ｒｄｎ，Ｇ
ｄｎ，Ｂｄｎと前回スキャン信号が供給される間にキャパシターＣｓｔに保存されていた
電圧の間の偏差によって画質が不均一であることができる。これを防止するため通常に画
素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３ＢにキャパシターＣｓｔの電圧を初期化するための初期化
電源及び初期化配線を含んでいることに、本発明では、データ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄ
ｎを供給するためのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）を介してキャパシターＣｓ
ｔに残っている電圧の初期化が可能であるため、別途の初期化電源及び初期化配線が不要
になり、全体的な画素回路の構成が簡単になる長所がある。上述した本発明によれば、キ
ャパシターＣｓｔに残っている電圧を初期化する別途の初期化ラインが不要になることで
、画素の開口率を向上させる長所がある。
【００７５】
　また、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置は、デマルチプレクサー５１０
を利用してデータプログラミング段階Ｓｐで、それぞれの画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２
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３Ｂに含まれるキャパシターＣｓｔにデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎを保存した後、
データライン初期化段階Ｓｄｉにおいてデータ駆動部４００は、データライン（ＤＬ１１
ないしＤＬ１３）に初期化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉを供給してデータライン（ＤＬ１
１ないしＤＬ１３）を初期化して画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂの駆動時間が長くな
り、それぞれのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）にデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，
Ｂｄｎを充電する時間及びスキャン信号によって画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂが駆
動される時間が十分に長くなることで、画質の均一度が向上される長所がある。
【００７６】
　より詳しくは、有機電界発光表示装置は、現在スキャンラインＳｎにスキャン信号が供
給される間に同時にそれぞれのデータライン（ＤＬ１１ないしＤＬ１３）にデータ信号Ｒ
ｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎを供給することができる。本発明に係る有機電界発光表示装置は、
前回スキャンラインＳｎ－１にスキャン信号が供給される間に第１ないし第３データ供給
スイッチング素子Ｍ１，Ｍ２，Ｍ３がターンオフされる前にデータライン（ＤＬ１１ない
しＤＬ１３）が初期化データ信号Ｒｉ，Ｇｉ，Ｂｉによって初期化されるので、それぞれ
の画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂは、現在スキャンラインＳｎにスキャン信号が供給
される間に前回データ信号Ｒｄｅ，Ｇｄｅ，Ｂｄｅの影響を受けなく、現在データ信号Ｒ
ｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎを供給することが可能になる。したがって、スキャン信号によって
画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂが駆動する時間とデータ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎ
を充電する時間を別途に分離しなくてもよいため、データ信号Ｒｄｎ，Ｇｄｎ，Ｂｄｎを
充電する時間及びスキャン信号によって画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂが駆動する時
間が長くなる。従って、画素１２３Ｒ，１２３Ｇ，１２３Ｂに含まれる駆動スイッチング
素子Ｔｄの特性偏差を補償する時間も長くなることで、結果的には、画素１２３Ｒ，１２
３Ｇ，１２３Ｂの画質の均一度が向上される長所がある。
【００７７】
　本発明において、データ信号は、それぞれの画素を駆動させるための所定の電圧レベル
を有するように選定されることとして、データ電圧のような意味に解釈されることができ
る。
【００７８】
　また、上述した本発明の有機電界発光表示装置において、一番目のデータ出力ラインに
連結されたデマルチプレクサー及びそれに連結された画素を中心に説明したが、デマルチ
プレクサー駆動部に含まれる他のデータ出力ラインに連結されたデマルチプレクサー及び
それに連結された画素にも本発明が適用されることができることは勿論である。
【００７９】
　以上、本発明は、上述した特定の好適な実施形態に限定されるものではなく、特許請求
範囲から請求する本発明の基本概念に基づき、当該技術分野における通常の知識を有する
者であれば、様々な実施形態の変形が可能であり、そのような変形は本発明の特許請求範
囲に属するものである。
【図面の簡単な説明】
【００８０】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の概略構造を示す図面。
【図２】図１に示されたデマルチプレクサーの駆動回路を示す図面。
【図３】図１に示された画素の駆動回路を示す図面。
【図４】デマルチプレクサーと画素の連結関係を示す図面。
【図５】図４の駆動回路を介して供給される駆動波形を示す図面。
【符号の説明】
【００８１】
　　１　　有機電界発光表示装置、
　　１００　　有機電界発光表示パネル、
　　２００　　制御部、
　　３００　　スキャン駆動部、
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　　４００　　データ駆動部、
　　５００　　デマルチプレクサー駆動部、
　　６００　　発光制御駆動部、
　　５１０　　デマルチプレクサー、
　　１２３、１２３Ｒ、１２３Ｇ、１２３Ｂ　　画素、
　　ＯＬＥＤ　　有機電界発光素子。

【図１】
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【図２】

【図３】
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